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児童生徒が主体的に学ぶ学校図書館の利活用 
―小・中学校の実践事例を通して― 

 
 学校教育において学校図書館は，読書を通した豊かな心の育成とともに，確かな学力

の育成の基盤となる重要な機能を有している。学校図書館が創造力等を育む読書活動の

場である「読書センター」としての機能，児童生徒の主体的な学習活動を支援する「学

習センター」としての機能，児童生徒の情報の収集・選択・活用能力を育成する「情報

センター」としての機能を最大限に発揮し，児童生徒が主体的に学ぶ学校図書館の利活

用の在り方について事例を基に提案する。 
   
１ 学校図書館の整備充実  

 

学校教育において，児童生徒の確かな学力

の育成には，言語活動や探究的な学習の充実

が必要であり，同時に，児童生徒の豊かな人

間性の形成には，読書活動等の充実が求めら

れている。これらの活動の充実のためには，

学校図書館が利活用できるよう整備を進める

ことが重要であることから，「学校図書館法の

一部を改正する法律」が（平成 26 年６月に）

定められた。法の改正を受け，文部科学省で

は，（平成 27 年６月に）「学校図書館の整備充

実に関する調査研究協力者会議」を設置し，

学校図書館の運営に係る基本的な視点等につ

いて議論を開始した。その成果は，「これから

の学校図書館の整備充実について（報告）」（平

成 28 年 10 月）としてまとめられている。こ

の報告を踏まえて「学校図書館ガイドライン」

が策定され，「学校図書館の整備・充実につい

て（通知）」（平成 28 年 11 月 29 日付け初等中

等教育局長）により全国の学校に周知された。

このガイドラインでは，学校図書館をめぐる 

 

 現状と課題を踏まえ学校図書館の更なる整備

充実を図るため， 教育委員会や学校等にとっ

て参考になるよう，学校図書館の運営上の重

要な事項についてその望ましい在り方が以下

の構成で示された。 

本稿では，（３）について述べたい。 

 

２ 学校図書館の利活用 

  

学校においては，教育課程との関連を踏ま

えた学校図書館の利用指導・読書指導・情報

活用に関する各種指導計画等に基づき，計画

的・継続的に学校図書館の利活用が図られる

よう努めることが望ましい。 

（１） 学校図書館の目的・機能 

（２） 学校図書館の運営 

（３） 学校図書館の利活用 

（４） 学校図書館に携わる教職員等 

（５） 学校図書館における図書館資料 

（６） 学校図書館の施設 

（７） 学校図書館の評価 
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（１） 小学校の事例 

霧島市立青葉小学校では，読書指導全体計

画を基に読書指導年間計画を策定している

（表１）。その計画では，各学年の指導目標・

重点内容に沿って指導したり，国語科を中心

に各教科や総合的な学習の時間で指導内容に

合わせて読書活動を行ったりしており，いつ

何をすればよいのかが一目瞭然である。カリ

キュラム・マネジメントの視点から読書活動

を中核とした教科横断的な学習の計画が立て

られていると言える。 
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図書館利用や読書活動について職員研修を

実施しており，計画的・組織的な取組が展開

されている。また，学校司書との連携が図ら

れているため調べ学習で積極的に図書館を利

用する児童が多い。青葉小学校では，「学習セ

ンター」や「情報センター」としての機能が

充実していると考えられる。 

具体的には，図書館横の空き教室を第二図

書館として設置し，国語・漢字辞典，百科事

典，地域の情報誌，パンフレットなどを揃え，

主に調べ学習に活用している。また，児童に

親しみをもって活用してもらうために職員に 

名称を募集して，「はてなの森」と名付けた（写

真１）。所蔵している資料には，開校当初から

の PTA だよりや地域の資料など，総合的な学

習の時間等で活用できる資料が多数ある。「は

てなの森」には，学習に役立つ資料があると

いう意識が児童に根付いているようである。 

 

 

 

 

 

 

このように，児童が主体的に学び，確かな

学力を身に付けていくためには，次のような

指導が必要である。 

○ それぞれの学習活動や学習の過程で理  

 解させたいこと，身に付けさせたいこと

を具体的に捉えた上で，ねらいを達成す

るために必要な事前の指導，調べ学習に

取り組ませる際の関わり方を考え，児童

生徒の実態に応じて実行する。 

○ 学習の成果の見届け（評価）の方法や，

その結果の生かし方を具体的に考えてお

き，実際の学習場面で実践する。 

（『調べ学習ガイド』平成 30 年３月鹿児島県図書館協会より） 

６年生 総合的な学習の時間「見つめよう，

将来の夢」では，霧島市立図書館，国分高校，

国分中央高校，国分中学校，鹿児島県立図書

館から，相互貸借等で借用した二百冊以上の

図書資料を活用している（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

写真２ 図書資料を活用する児童 

 このように，自校の資料に限りがある場合 

は，学習計画に基づき，資料を揃える工夫が 

必要である。 

表１ 読書指導年間計画 写真１ 第２図書館～はてなの森～ 

重点内容を基に，各教

科等を教科横断的な視

点から関連付け，各学

年，月ごとに計画され

ている。 

予想される読書活動

が「ブックトーク」

や「調べ学習」など

具体的に示されてい

る。 

 



 

（２） 中学校の事例 

 学校図書館の「情報センター」としての機

能である情報の収集，選択・活用能力を育成

する事例として鹿児島市立甲南中学校の実践

を紹介したい。甲南中学校では，国語科授業

を中心に学校図書館の利活用の可能性を探っ

ている。今回の授業では，中学校国語 第２

学年 単元名：「平敦盛ＶＳ熊谷次郎直実－

「平家物語」総選挙－」を実践した。   

『平家物語』では多くの魅力的な人物が登

場するが，今回の学習材は，「敦盛の最期」の

熊谷次郎直実と平敦盛である。本授業では，

登場人物に焦点を当てて教科書掲載文以外の

情報を調べることで人物の心情や行動に迫る

目的がある。本単元の言語活動は，より魅力

を感じる人物をどちらか選び， その人物に投

票した理由を根拠とともに説明することであ

る。その際，調べる情報が図書館資料で不足

する場合は，インターネットを活用する（写

真３）。パソコンは２人に１台割り当てる。 

 

 

 

 

 

 

写真３ 調べ学習の様子 

そのため，授業の意図を学校司書に伝え，

「平家物語関連本（作品・人物）リスト」等

を準備しておくことが大切である。また，図

書館で授業を行う際は，ホワイトボード等を

設置し，教科書以外の様々な情報を収集し，

選択させ，学習課題の解決に活用できるよう

にすることが大切である（写真４）。 

 

 

 

 

 

 

限られた調べ学習の中で，班の４人が，手 

分けしながら得られた情報をメモする「読み

取りメモ」を活用していた。「読み取りメモ」

には，マッピングしたり，箇条書きしたり，

敦盛と直実の人物像を２つに分けて整理した

りしていた。「読み取りメモ」の下段には，更

にメモ欄があり，気になる台詞や言葉，上段

と関連付けて疑問や発見，気付きメモを記入

する欄が設けられており，人物の行動の転換

点に疑問をもったり，人物像を予想したりし

ていた。主に２類の社会科学の分野で歴史や

伝記の図書，３類で生活様式や風俗，９類の

文学で登場人物のストーリーを確認するなど

していた。その後，語彙集を参考に，投票す

る人物の人物像を含む投票理由をまとめる。

根拠となるエピソード，人物像の解釈等の条

件を守り，投票原稿を見直す。そして模擬選

挙を経て，改善点を修正し，選挙（投票）を

実施する。 

今回の授業では，調べ学習で人物の関係性

やそれぞれの武士の生き様，源平合戦の状況

等の情報を得ることが人物像の読み取りに欠

かせないものとなった。 

 

３ 「情報センター」の機能の充実に向けて 

 

これからの学校図書館は，学習指導要領等

を踏まえ，各教科等を横断的に捉え，学校図

書館の利活用を基にした情報活用能力を学校

全体として計画的かつ体系的に指導するよう

努めることが望まれる。情報活用能力は，こ

れからの変化の激しい社会を生きる児童生徒

にとって欠くことのできない資質・能力であ

る。情報活用能力を高めるため，どの学年で，

どのような情報活用スキルを，どの程度指導

すればよいか（親しむ・習得する・活用する

など，学年の発達段階に応じた段階）を明確

にして，情報活用プロセスを学年段階に関連

付けて系統的・組織的に配列し，まとめた計

画を組むとよい。  

学習目標や情

報収集する際

のキーワード

を提示してい

る。 

写真４ 学習目標の板書 



 

県立図書館では，小学校から高等学校まで

の相関図を整理している（表２）。 

表２ 新学習指導要領 国語科における，「我

が国の言語文化に関する事項（読書）」，「情報

の扱い方に関する事項」の目標と，教科書と

の相関の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各学校においても，各学校の課題に応じて

計画を立て，それに基づいた継続的，段階的

な学校図書館の利活用を図ってほしい。利活

用を進めるに当たっては，図書館の資料の充

実が必須であるが，ＩＣＴの活用も適宜図っ

てほしい。その他，課題解決のための学習に

役立つ資料には，教科別資料リスト，パスフ

ァインダー，ファイル資料，索引類，リンク

集，自校資料などがある。 

 他関係機関との連携も有効であるので活用

を図ってほしい。県立図書館の例を参考にさ

れたい。例えば「水」について調べる際に，

「環境」「水質」をキーワードで検索すると，

県立図書館資料（表３）では上記の他に，新

聞（雑誌），関連するホームページの一覧とそ

れらの所在（分類番号）などが資料リストで

示される。 

１人１台端末時代における調べ学習では，

自分の調べたことが正しさを伴っているのか

を図書館資料で確かめることが大切である。

文献によって，同じ事柄について異なる認識

や捉えをしていることへの気付きも生まれ

る。このように児童生徒が主体的に学ぶ必然

性を創出することが鍵であると言える。 

表３ 県立図書館資料 

 

４ 終わりに 

  

本県では，学力向上や主体的に情報を活用

する力の育成が言われて久しい。学校図書館

が「読書センター」としての機能だけでなく，

更に「学習センター」や「情報センター」と

しての機能の充実を図る必要がある。今後，

各学校において，学校図書館を整備・充実さ

せるとともに，そこにまつわる「人・もの・

こと」をつなぎ，循環させ，学校内外の教育

活動，授業等で利活用していくことが，課題

解決の近道になるのではないかと考える。 
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新学習指導要領　国語科における，「我が国の言語文化に関する事項（読書）」，「情報の扱い方に関する事項」の目標と，教科書との相関

小学１年 小学２年 小学３年 小学４年
我が国の言語
文化に関する
事項

読書
エ　読書に親しみ，いろいろな本がある
ことを知ること。

オ　幅広く読書に親しみ，読書が，必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気付くこと

小学２年 小学３年 小学４年

図書館の利用
・読みたい本を見つける
・表紙を見てみる

・図書館で調べる
・目次や索引を使って，目的のページを
探す

・地域の図書館にいく
・公共図書館には新聞，雑誌，音声資
料，映像資料があることの紹介

分類・配架 ・むかしばなしが置いてある場所を探す
・本がどのように仲間分けされているか
調べる

・本は内容ごとに番号で分けて並んで
いることを知る。（図書館の地図作り）

・ラベル，展示，案内図，検索用PC，新
聞・雑誌，音声・映像資料

読書活動 ・読書記録（タイトル，日付）

・お気に入りの本を紹介する。
・人物と自分を比べて読む
・友達に詩の贈り物をする

・人形劇，おはなしクイズ，絵を比べて
読もう

・読書ゆうびん，本のクイズカードづく
り，チャレンジ読書
・読書記録（日付，題名，作者，ひとこ
と・おすすめ度）

・ノンフィクションを読む
・読み聞かせ会，おすすめブックリスト
作り，長編に挑戦
・ポップや帯で紹介する。
・文章を読みあい感想を伝える

小学１年 小学２年 小学３年 小学４年

情報と情報との関係
ア　共通，相違，事柄の順序など情報
と情報との関係について理解すること

ア　考えとそれを支える理由や事例，全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解すること

情報の整理
イ　比類や分類の仕方，必要語句などの書き
留め方，引用の仕方や出典の示し方，辞書や
事典の使い方を理解し使うこと

小学１年 小学２年 小学３年 小学４年
課
題
の
設
定

課題の設定
・身の回りで見たもの聞いたことから詳
しく知りたいことを選ぶ

・読書記録を見返して知りたいことをみ
つける
・ブレーンストーミング（「の」でつなげ
る）
・問いの立て方

・テーマを決めて調べる。
・大きな課題を考え，知っていることを
書き出す。それを分類し，より詳しく調
べたいものを決定する

本からの情報
・複数の本や違う方法で調べる

調査する ・観察する ・詳しい人に聞く
・詳しい人に聞く
・アンケート調査をする

図鑑　辞典　事典　統計資料等の
利用

・本で調べる
・知りたいことを確かめて読む

図表　絵　写真の利用 ・実物の写真をとる

新聞や電子メディア等の利用

出典，引用，著作権　参考資料一
覧について

・筆者の名前と題名をメモする
・奥付をたしかめる
・書名，発行年，作者，出版社名を記録
する

・引用したり参考にした図書の出典をま
とめる

情報の取り出し ・わかったことをメモする
・調べたことを取り出す

・調べたことをカードに書く

情報の整理 ・読書記録の見返し
・調べたことを整理する

・組み立てをたしかめる
・調べたことを比較・分類する
・アンケート結果を図や表にする
・関連する者同士をまとめる
・分類，比較の観点

まとめ・表現 まとめ ・考えを伝える文章を書く

発表，交流 ・本で知ったことを発表する

振り返る 振り返り

現行の教科書

新学習指導要領　

現行の教科書

新学習指導要領　

図
書
館
利
用
・
読
書
活
動

情報の扱い方
に関する事項

情
報
の
収
集

情
報
の
整
理
・
分
析

※学習指導要領及び鹿児島県で使用する教科書，「学び方指導体系表」
（松江市）等を参考に作成しました。
※教科書の内容については，作成者が内容を要約したものです。

各学年の発達段階

に即して情報活用

スキルを明確に示

している。 

教科等に対応して，

情報活用スキルが系

統的・組織的に配列

されている。 


